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　11月２日から４日まで西会津ふるさとまつりが開催され、 
最終日の４日､恒例の桐ゲタ健康マラソン大会が開かれ､出場 
者はゲタを履いて健脚を競いました。 
　14回目となる今回は、ふるさとまつり始まって以来の雪と 
なりましたが、ランナーは白い息を吐きながら寒さを吹き飛 
ばす力走を披露。出場した子どもたちはゴール後振る舞われ 
たナメコ汁を口にしながら友達や親子の絆を深めていました。 
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長
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
と
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た

え
る
平
成
十
四
年
度
自
治
功
労
者
表

彰
式
が
、
自
治
区
長
・
納
税
貯
蓄
組

合
長
大
会
と
あ
わ
せ
て
十
一
月
十
四

日
に
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
自
治
功
労
者
表
彰
は
、
町
の
政
治

や
経
済
な
ど
の
分
野
で
町
政
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
式
で
は
、
特
別
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
波
多
野
恵
美
子
さ

ん（
中
町
）、
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
齋
藤
周
作
さ
ん（
山
口
）、
佐
藤
伊

平
さ
ん（
極
入
）、ま
た
、善
行
表
彰
受

賞
の
川
口
良
平
さ
ん（
九
町
内
一
）に

山
口
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
続
い
て
、
自
治
区
長
や
納
税
貯
蓄

組
合
長
の
永
年
勤
続
者
と
町
に
絵
画

等
を
寄
贈
さ
れ
た
伊
藤
治
さ
ん
（
郡

山
市
）、
栗
林
洋
子
さ
ん（
水
戸
市
）

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。（
受
賞
者
は
左
の
と
お
り
）
 

 
式
典
で
は
、
山
口
町
長
が
受
賞
者

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、「
大
胆
な
改

革
が
必
要
な
今
日
、
西
会
津
に
潜
在

す
る
能
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
地

方
自
治
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
、
来
賓
か
ら
の
祝

辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
波
多
野

恵
美
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
う
ん

ず
く
ね
え
委
員
会
代
表
の
大
久
保
忠

則
さ
ん（
さ
ゆ
り
が
丘
）に
よ
る
「
身

近
な
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

委
員
会
の
市
場
開
発
の
勉
強
や
町
お

こ
し
の
た
め
の
酒
づ
く
り
の
取
組
み

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

            ◆
人
事
◆
　
十
月
三
十
一
日
に
教
育

委
員
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
互
選
に

よ
り
教
育
長
に
猪
俣
正
博
さ
ん
（
道

目
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

十
一
月
一
日
か
ら
で
す
。
 

　　　　　　　　　　〈敬称略〉 
 
　元民生委員 
　　　　　波多野恵美子（中町） 
 
　元農業委員会会長 
　　　　　齋　藤　周　作（山口） 
　元農業委員会会長職務代理 
　　　　　佐　藤　伊　平（極入） 
 
　金品の寄附 
　　　　　川　口　良　平（9町内1） 
 
 
 
 
　小杉山自治区長 
　　　　　田　崎　孝　盛（小杉山） 
 
　前芹沼自治区長 
　　　　　武　藤　寿　夫（芹沼） 
 
　2町内自治区長 
　　　　　鈴　木　辰　馬（２町内） 
　井谷自治区長 
　　　　　薄　　　幸　喜（井谷） 
 
 
 
　吉田井岡納税貯蓄組合長 
　　　　　伊　藤　哲　雄（向原） 
 
　横町第３納税貯蓄組合長 
　　　　　小　島　愛　子（５町内） 
　山浦西側納税貯蓄組合長 
　　　　　佐　藤　利　江（山浦） 
 
　西林納税貯蓄組合長 
　　　　　薄　上　陽　子（西林） 
 
 
　　　　　伊　藤　　　治（郡山市） 
　　　　　栗　林　洋　子（水戸市） 

式典後に行われた大久保さんの講演 

表彰状を受ける波多野恵美子さん 

長年の功績をたたえ 
自治功労者表彰 
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今
年
度
の
除
雪
計
画
は
、
新
た
に

改
良
舗
装
を
行
っ
た
道
路
を
除
雪
路

線
に
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
車
道
は

町
道
と
除
雪
を
受
託
し
た
県
道
を
合

わ
せ
二
百
三
十
路
線
、
総
延
長
が
百

六
十
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
 

ブ
ル
ド
ー
ザ
二
台
、
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ

三
十
八
台
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
二

台
配
備
し
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
が
、
 

機
械
除
雪
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
一

体
と
な
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な
除
排
雪
を

行
う
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
雪
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
か
ら

次
の
事
項
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　

上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
て
 

 
 
　

く
だ
さ
い
 

　
一
台
で
も
路
上
駐
車
が
あ
る
と
、

そ
こ
か
ら
先
の
除
雪
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
作
業
の
大
き

な
障
害
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
車
を
破
損
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
夜
間
は
路

上
駐
車
を
絶
対
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
 

　
　
　

害
物
に
は
赤
の
標
識
を
 

 
 
　

取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
 

　
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
す
る
恐
れ

の
あ
る
構
造
物
は
、
赤
い
布
切
れ
な

ど
で
目
立
つ
よ
う
表
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
道
路
敷
や
路
肩
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
以
内
の
障
害
物
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　

朝
や
深
夜
の
騒
音
は
ご
容
赦
 

 
 
　

く
だ
さ
い
 

　
通
勤
や
通
学
の
足
を
確
保
す
る
た

め
早
朝
よ
り
除
雪
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
深

夜
や
夕
方
で
も
出
動
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
除
雪
機
械
の
騒
音
は
、
ご

容
赦
願
い
ま
す
。
 

　
　
　

お
ろ
し
は
一
斉
に
お
願
い
 

 
 
　

し
ま
す
 

　
屋
根
の
雪
を
や
む
な
く
道
路
上
に

お
ろ
し
た
時
は
、
通
行
に
支
障
の
な

い
よ
う
す
み
や
か
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
　
　

畑
に
砂
利
が
入
る
こ
と
が
 

 
 
　

あ
り
ま
す
 

　
細
心
の
注
意
を
払
い
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
が
、
道
路
沿
い
の
田
畑
な

ど
に
、
雪
と
と
も
に
砂
利
等
が
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

　
　
　

ノ
ー
ポ
ー
ル
の
保
全
に
 

 
 
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

　
除
雪
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
、

道
路
の
路
肩
に
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
立

て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
の
道

し
る
べ
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
倒
し

た
り
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
倒
れ
て

い
る
時
は
立
て
直
し
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
 

　
除
雪
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は

自
治
区
長
さ
ん
を
通
じ
建
設
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
建
設
課
管
理
係
　
 
　
│
４
５
３
４
 

45

路
 

早
 

雪
 

田
 

ス
 

障
 

タイヤドーザによる除 
雪作業＝写真上 
平成13年１月の豪雪時 
の野沢本町＝写真右 

区
長
さ
ん
を
対
象
に
行
わ
れ
た
除
雪
計
 

画
説
明
会
（
野
沢
・
尾
野
本
地
区
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
写
真
右
 

冬
期
の
交
通
確
保
に
向
け
 

除
雪
体
制
 　

朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
冬
将
軍
の
到
来
と
と
も
に
積
雪
の
 

た
よ
り
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
年
も
い
よ
い
よ
雪
と
の
闘
い
の
始
ま
り
で
す
。
 

　
雪
か
ら
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
 

を
推
進
す
る
た
め
、
生
活
道
路
の
交
通
確
保
に
向
け
て
、
今
年
も
 

全
力
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。
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西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
（
第
十
七
回
西
会
津
の
文
化
と
産
業
祭
）
が
十
一
 

月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
、
さ
ゆ
り
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
（
町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会
主
催
）
 

 
今
年
は「
手
づ
く
り
」と「
心
身
の
健
康
」を
テ
ー
マ
に
、
二
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
 

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
町
長
杯
争
奪
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ソ
バ
打
ち
実
演
 

試
食
会
、
さ
ら
に
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
な
ど
が
、
三
日
に
は
牛
牛
フ
ェ
ア
や
 

元
阪
神
の
遠
山
選
手
ら
を
招
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ミ
ュ
ー
ジ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
が
、
最
終
日
の
四
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
あ
い
に
く
の
雪
と
な
り
ま
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
第
十
四
回
を
数
え
る
桐
ゲ
タ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
松
村
和
子
歌
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
、連
日
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
や
雪
と
悪
天
候
だ
っ
た
に
も
か
か
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ず
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
が
さ
ゆ
り
公
園
を
訪
れ
て
に
ぎ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
い
ま
し
た
。
 

　
①
は
大
賞
･
一
位
、
②
は
金
賞
･
 

 
二
位
、③
は
銀
賞
・
三
位〈
敬
称
略
〉
 

●
文
化
祭
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
 

 
▽
絵
画
Ⅰ
①
伊
藤
て
る
子
②
佐
 

 
藤
雅
子
③
大
谷
猛
、
川
口
正
子
 

 
▽
絵
画
Ⅱ
①
清
野
義
美
②
本
多
 

 
ツ
ル
エ
③
山
口
八
与
、石
川
貞
子
 

 
▽
書
道
①
渡
部
淑
子
②
大
堀
和
 

 
子
③
長
谷
川
正
子
、渡
部
豊
四
郎
 

 
▽
写
真
②
高
橋
政
二
③
伊
藤
要
 

 
司
、
長
谷
川
正
▽
俳
句
①
伊
藤
 

 
松
江
②
西
形
千
枝
子
③
本
多
ツ
 

 
ル
エ
、
渡
部
ミ
ツ
イ
▽
川
柳
①
 

 
井
上
雪
子
②
小
林
ヨ
シ
子
③
小
 

 
林
ヨ
シ
子
、
江
川
静
枝
▽
手
芸
 

 
①
八
島
修
一
②
渡
部
春
枝
③
佐
 

 
藤
カ
ヂ
子
、
阿
部
テ
イ
子
▽
菊
 

 
花
①
山
本
茂
信
②
齋
藤
フ
ジ
子
 

 
③
井
上
ツ
ル
子
、
山
本
ム
ツ
子
 

●
健
康
福
祉
ま
つ
り
部
門
 

◇
老
人
作
品
展
◇
 

 
▽
わ
ら
工
芸
品
①
須
藤
一
②
佐
 

 
藤
一
友
③
宮
沢
一
雄
▽
民
・
工
 

 
芸
品
①
斎
藤
熊
吉
②
渡
部
太
郎
 

 
③
長
谷
川
サ
ヨ
▽
手
芸
品
①
八
 

 
幡
喜
代
子
②
柴
田
淳
子
③
二
瓶
 

 
タ
ツ
子
▽
書
･
絵
･
句
①
和
久
井
 

 
正
己
②
長
谷
川
き
の
③
清
野
義
 

 
美
▽
陶
芸
品
①
小
柴
ト
ミ
エ
②
 

 
渡
部
美
恵
子
③
阿
部
幾
代
 

◇
心
身
障
害
者
作
品
展
◇
 

 
①
矢
部
廣
雄
②
池
田
龍
馬
③
江
 

 
川
巖
、
玉
木
チ
エ
子
 

仮装ゲタゲタ賞に入賞したさゆりバレエ団 

橋屋・萱本の名人によるソバ打ち実演試食会 

遠山選手も力走 
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一般男子の部では10mを超える新記録が誕生 

西会津産の牛をみなさんが堪能 

フィナーレとなった松村和子歌謡ショー 

元プロ選手と一緒に子どもたちがストラックアウトで競いました 

●
商
工
ま
つ
り
部
門（
観
光
写
真
展
）
 

 
①
林
健
次
郎
②
薄
定
雄
③
和
久
 

 
井
正
己
 

●
農
業
ま
つ
り
部
門
 

 
▽
穀
類
①
石
川
丈
夫
②
目
黒
ま
 

 
り
子
、高
津
ト
シ
イ
③
二
瓶
敏
子
、
 

 
二
瓶
孝
男
、
佐
藤
幸
子
▽
根
菜
 

 
類
①
斎
藤
フ
ジ
子
②
三
留
義
江
 

 
③
高
橋
幸
一
▽
葉
茎
菜
類
②
高
 

 
橋
政
二
③
高
津
ト
シ
イ
▽
果
実
 

 
類
②
佐
藤
サ
ト
③
二
瓶
薫
▽
菌
 

 
茸
②
五
十
嵐
隆
一
③
三
留
満
▽
 

 
競
作
①
小
柴
芳
夫
、田
崎
眞
平
、
 

 
渡
部
賢
一
、
矢
部
賢
二
 

●
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

 
▽
一
般
男
子
①
田
代
竜
二
②
斎
 

 
藤
賢
太
郎
③
湯
浅
悠
己
▽
一
般
 

 
女
子
①
佐
藤
町
子
②
遠
藤
優
子
 

 
③
鈴
木
サ
チ
子
▽
壮
年
男
子
①
 

 
吉
村
一
哉
②
小
林
彦
榮
③
森
政
 

 
信
▽
中
学
男
子
①
佐
藤
翔
太
②
 

 
長
谷
川
晃
▽
小
学
生
①
伊
藤
寛
 

 
朗
②
佐
藤
大
貴
③
二
瓶
諒
太
▽
 

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
簗
田
好
造
・
皓
 

 
②
長
谷
川
武
・
未
希
③
小
林
真
 

 
理
子
・
楓
 

●
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
 

 
▽
一
般
男
子
①
上
野
博
章
②
嶋
 

 
田
之
仁
③
五
十
嵐
康
之
▽
女
子
 

 
①
伊
藤
真
弥
②
石
井
里
恵
子
③
 

 
上
野
好
恵
▽
少
年
男
子
①
井
上
 

 
佑
生
②
伊
勢
亀
直
仁
③
斎
藤
貢
 

●
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 
①
上
野
尻
Ｂ
②
尾
登
Ａ
③
寿
Ａ
、
 

 
上
小
島
Ｃ
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
。
 

　
　
　
　
　
冬
だ
な
し
！
 

　
　
　
　
　
例
年
よ
り
早
く
　
月
の
初
め
に
 

雪
が
降
り
、
骨
ま
で
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
　
月
　
日
に
西
会
津
中
学
校
の
文
化
祭
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
私
は
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
大
会
が
あ
り
、
 

午
前
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午
後
 

か
ら
出
席
し
て
生
徒
た
ち
が
創
り
上
げ
た
も
 

の
を
見
ま
し
た
。
 

　
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
試
合
後
、
高
速
道
路
 

を
使
っ
て
で
き
る
だ
け
早
く
西
会
津
中
学
校
 

に
行
く
と
、
玄
関
の
あ
た
り
の
雰
囲
気
が
い
 

つ
も
と
違
い
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
私
は
お
腹
が
す
い
て
い
た
の
で
、
ま
ず
家
 

庭
科
室
に
設
け
ら
れ
た
食
堂
に
向
い
、
そ
こ
 

で
天
ぷ
ら
そ
ば
を
食
べ
ま
し
た
。
少
し
足
り
 

な
か
っ
た
の
で
、
今
度
は
１
階
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
 

模
擬
店
で
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
と
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
 

を
食
べ
ま
し
た
。（
保
護
者
の
み
な
さ
ん
お
い
 

し
か
っ
た
で
す
よ
）
 

　
そ
の
後
、
バ
ザ
ー
会
場
に
行
っ
た
り
、
美
 

術
等
の
展
示
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
 

美
術
な
ど
に
詳
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
展
 

示
さ
れ
た
絵
画
や
書
道
は
、
と
て
も
す
ば
ら
 

し
い
作
品
で
し
た
。
 

　
午
後
に
な
る
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
演
 

 

 
画
家
の
桝
井
昌
智
さ
ん（
都
路
村
出
身
・
沖
縄
 

県
在
住
）か
ら
西
会
津
中
に
絵
画「
海
の
嘆
き
が
 

聞
こ
え
ま
す
か
」
が
寄
贈
さ
れ
、
　
月
２
日
、
 

除
幕
式
・
感
謝
状
贈
呈
式
が
西
会
津
中
で
開
か
 

れ
ま
し
た
。
 

 
絵
画
は
第
　
回
光
陽
展
で
記
念
賞
に
輝
い
た
 

作
品
で
、
潜
水
が
好
き
な
桝
井
氏
が
全
身
で
感
 

じ
取
っ
た
自
然
の
悲
痛
な
叫
び
を
描
い
た
作
品
 

で
す
。
式
で
は
代
理
出
席
さ
れ
た
妻
の
桝
井
勢
 

津
子
さ
ん
、
絵
画
の
寄
贈
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
 

沖
縄
福
島
県
人
会
顧
問
の
上
野
光
三
さ
ん
に
感
 

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　11月８日、町と交流が深い香川県さぬき市寒川町で親善輪投げ大会が 
開催され、町から屋敷老人クラブが参加し、腕を競い合いました。 
　寒川町は今年４月に合併し、さぬき市となりましたが、老人クラブ同 
士交流を続けたいということで引き続き開催され、屋敷老人クラブが見 
事に優勝。参加したみなさんは、寒川老人クラブと交流を深めて絆を強 
いものにしていました。 

11

10

11

11

50
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劇
「
も
う
１
人
の
ピ
ノ
キ
オ
」
が
始
ま
り
ま
 

し
た
。
生
徒
た
ち
は
役
者
に
な
り
き
り
、
声
 

を
は
っ
き
り
出
し
、わ
か
り
や
す
い
動
作
で
、
 

表
情
に
は
感
情
も
表
し
て
い
ま
し
た
。
裏
方
 

の
生
徒
も
場
面
を
変
え
る
と
き
な
ど
ス
ム
ー
 

ズ
で
、
照
明
も
上
手
で
し
た
。
背
景
や
道
具
 

も
工
夫
し
て
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
演
 

劇
は
生
徒
た
ち
に
よ
り
思
い
っ
き
り
演
じ
ら
 

れ
、
見
て
い
た
人
た
ち
の
大
き
な
拍
手
で
幕
 

が
下
り
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
午
前
中
行
わ
れ
た
各
ク
ラ
ス
対
 

抗
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
 

し
た
。
優
勝
し
た
の
は
３
年
１
組
。
そ
の
合
 

唱
が
再
び
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ほ
か
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
に
目
を
や
る
と
 

泣
い
て
い
る
生
徒
が
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
 

優
勝
の
た
め
一
生
懸
命
練
習
し
た
か
ら
で
し
 

ょ
う
。
 

　
最
後
は
、
生
徒
た
ち
に
よ
り
「
夢
叶
う
」
 

と
い
う
曲
が
歌
い
つ
づ
け
ら
れ
、
光
桐
祭
終
 

了
セ
レ
モ
ニ
ー
の
幕
が
閉
じ
ま
し
た
。
 

　
西
会
津
中
学
校
の
第
１
回
光
桐
祭
は
大
成
 

功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
 

し
い
文
化
祭
が
行
わ
れ
た
影
に
は
先
生
方
の
 

並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

生
徒
た
ち
の
こ
と
を
よ
く
考
え
、
本
当
に
生
 

徒
た
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
学
校
だ
と
思
い
 

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
先
生
方
を
す
ご
い
と
 

思
い
ま
す
し
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
こ
 

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
 

　
先
生
方
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
 

で
し
た
！
 

　
　
月
　
日
、
西
会
津
中
学
校
で
統
合
後
、
初
め
て
と
な
 

る
「
光
桐
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が
毎
日
遅
く
ま
 

で
練
習
し
て
創
り
上
げ
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

 
光
桐
祭
は
実
行
委
員
長
の
伊
藤
健
幸
く
ん
の
あ
い
さ
つ
 

で
幕
が
開
け
、
続
い
て
各
ク
ラ
ス
対
抗
に
よ
る
合
唱
コ
ン
 

ク
ー
ル
、
各
学
年
の
総
合
学
習
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

 
ま
た
、
３
年
女
子
有
志
に
よ
り
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
 

ラ
ン
節
が
、
選
択
社
会
生
徒
の
発
表
で
は
銭
太
鼓
が
披
露
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
有
志
劇
披
露
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
初
め
 

て
の
光
桐
祭
は
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

10

11

　10月27日、町内各地区で秋季消防検閲が行われ、群岡地区では第３分団 
が分列行進や小隊訓練、放水訓練を行い、有事に備えていました。 
　宝川集落内で行われた訓練には消防団員のほか女性消防隊員や自治区の 
みなさんも参加し、雨の中、消火器や消防ポンプを使った本番さながらの 
消火、放水が行われました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

１４分３９秒 
 

２８分２４秒 
 

２２分４０秒 
　 

２５分２４秒 
　 

２２分４７秒 
　 

２９分０６秒 
　 

２０分２４秒 
　 

１８分２９秒 
　 

１２分３８秒 
　 

２９分４６秒 
　 

１５分５０秒 
 

２５分５２秒 
　 

１７分１９秒 
　 

１９分５７秒 
　 

１３分２４秒 
　 

２８分４３秒 
　 

これで全員完走、過去最高でゴール！！ 

総合57位（町の部39位）5時間45分22秒 

嶋　田　慶　子  
（喜多方高２年） 

１　　区 
（4.0km） 

伊　藤　拓　也  
（喜多方工高３年） 

２　　区 
（8.2km） 

五十嵐　達　也  
（西会津中３年） 

３　　区 
（5.9km） 

江　川　正　樹  
（特別養護老人ホーム『さゆりの園』） 

４　　区 
（7.3km） 

新　田　　　亮  
（喜多方高２年） 

５　　区 
（6.4km） 

田　崎　雄　也  
（出光興産野沢給油所） 

６　　区 
（8.3km） 

江　川　哲　史  
（西会津中３年） 

７　　区 
（5.2km） 

石　川　真　成  
（西会津中２年） 

８　　区 
（5.2km） 

佐　藤　　　望  
（西会津中２年） 

９　　区 
（3.1km） 

五十嵐　洋　平  
（順天堂大学３年） 

10　　区 
（8.8km） 

五十嵐　理　惠  
（会津学鳳高１年） 

11　　区 
（3.8km） 

雅楽川　隼　人  
（㈱アズール） 

12　　区 
（7.0km） 

野　口　秀　之  
（西会津高２年） 

13　　区 
（4.8km） 

田　崎　友　則  
（喜多方工高３年） 

14　　区 
（4.6km） 

高　橋　良　江  
（西会津中３年） 

15　　区 
（3.4km） 

渡　部　貴　之  
（陸上自衛隊多賀城駐屯地） 

16　　区 
（8.4km） 

長谷川　辰　男 
（西会津町公民館） 監　　督 

佐　藤　悦　美 
（西会津消防署） コ ー チ  

樽　井　和　美 
（西会津中教諭） コ ー チ  

区　　間 選　　手　　名 タ　イ　ム 

  

  

  

  

ふ
く
し
ま
駅
伝
 

ふ
く
し
ま
駅
伝

ふ
く
し
ま
駅
伝
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
　
高
橋
　
良
江
 

　
　
　
　
　
　
　
練
習
に
参
加
す
る
の
も
、
そ
 

　
　
　
　
　
　
し
て
選
手
と
し
て
参
加
す
る
の
 

　
　
　
　
　
　
も
初
め
て
で
、
不
安
ば
か
り
持
 

っ
て
臨
ん
だ
ふ
く
し
ま
駅
伝
。
最
終
エ
ン
ト
リ
 

ー
さ
れ
た
と
き
は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
プ
 

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
 

は
緊
張
か
ら
や
る
し
か
な
い
と
い
う
思
い
に
変
 

わ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
と
思
い
ま
す
。
 

私
自
身
、
本
当
に
自
信
が
な
か
っ
た
の
で
、
チ
 

ー
ム
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
こ
と
に
 

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
今
の
私
じ
 

ゃ
考
え
ら
れ
な
い
強
い
選
手
に
な
っ
て
参
加
し
 

た
い
で
す
。
来
年
も
、
西
会
津
チ
ー
ム
の
応
援
 

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
 

応
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

15

　
晩
秋
の
福
島
路
で
行
わ
れ
た
市
町
村
対
抗
福
 

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
 

が
　
月
　
日
　
、
白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
 

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
前
ゴ
ー
ル
ま
 

で
の
　
区
間
、
　
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
　
回
目
を
迎
え
た
今
年
、
県
内
　
市
 

町
村
の
参
加
で
わ
が
西
会
津
チ
ー
ム
は
、
総
合
 

順
位
　
位
の
過
去
最
高
の
成
績
で
ゴ
ー
ル
し
ま
 

し
た
。（
町
の
部
で
は
　
位
の
成
績
で
し
た
。）特
 

に
、
　
区
を
走
っ
た
田
崎
友
則
選
手
は
、
区
間
 

　
位
の
力
走
を
み
せ
る
な
ど
、
西
会
津
チ
ー
ム
 

全
員
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
に
向
け
、
希
望
 

の
持
て
る
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
も
選
手
に
は
力
 

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

11

95

85

57

39

14

27

14
17

16

（日） 
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インディアカ 
卓　　　 　球 
グラウンドゴルフ 
スイミング（水泳） 
ペ　タ　ン　ク 
ストレッチ体操 
カローリング 
レ ク ダ ン ス  
エアロビクス 

2、9、16、23 
10、17 
4、11、18 
7、14、21 
21 
16 
5、19 
6 

7、14、21

月 
火 
水 
土 
土 
月 
木 
金 
土 

19：00～20：30 
19：00～20：30 
13：30～15：30 
19：30～20：30 
13：00～15：00 
19：00～20：00 
10：00～11：30 
13：00～15：30 
17：00～18：30

旧群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園多目的広場 
さゆり公園室内プール 
さゆり公園ふれあい広場 
 

西会津町公民館 

12月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として400円が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツクラブにお 
　申し込みください。くわしくは、西会津町公民館・体育振興係（電 
　話45－3244）へお問い合わせください。 

  

  

  

  

こ
も
 

よ
み
 

い
と
 お

ん
と
 

う
が
い
ち
ょ
う
ず
 

み
　
き
 

り
　
り
 

ざ
ん
じ
 

す
で
 

い
ま
 

あ
っ
ぱ
 

か
な
 

さ
さ
 

　
今
か
ら
百
六
十
九
年
前
の
天
保
四
年
、
父
の
 

敵
を
討
た
ん
と
念
願
し
て
野
沢
本
町
は
稲
荷
山
 

の
御
社
に
お
籠
り
を
し
た
芝
草
村
の
お
は
つ
・
 

治
郎
兵
衛
姉
弟
と
母
の
お
こ
ん
。
そ
の
三
人
の
 

夢
枕
に
稲
荷
大
明
神
が
現
れ
て
「
善
哉
善
哉
」
 

と
孝
心
を
嘉
し
て
の
お
告
げ
。
 

　
「
さ
は
さ
り
な
が
ら
そ
な
た
た
ち
、
父
が
敵
 

の
猪
ノ
鼻
与
吉
ら
は
古
今
に
勝
れ
し
や
つ
ば
ら
 

な
れ
ば
、
容
易
な
事
で
は
討
た
れ
ま
じ
。
よ
っ
 

て
は
、
こ
れ
よ
り
北
に
当
た
り
て
 

耶
麻
郡
は
北
方
（
喜
多
方
）
八
万
 

石
に
隠
れ
な
き
慶
徳
稲
荷
の
奥
ノ
 

院
に
住
す
白
虎
慶
信
な
る
一
古
老
 

あ
り
。
こ
れ
は
武
勇
に
聞
こ
え
し
 

大
功
の
つ
わ
も
の
に
し
て
、
そ
な
 

た
ら
そ
の
門
弟
と
な
り
て
練
磨
お
 

こ
た
り
な
か
り
せ
ば
、
大
願
成
就
 

う
た
が
い
な
か
る
べ
し
。
さ
れ
ば
 

愛
し
子
ど
も
よ
、
こ
れ
よ
り
慶
徳
 

指
し
て
急
げ
や
急
げ
」
 

　
音
叶
朗
々
の
そ
の
声
に
、
ハ
ッ
 

と
目
を
覚
ま
し
た
お
こ
ん
母
子
は
「
お
お
有
難
 

き
今
の
お
告
げ
」
と
、
消
え
去
っ
た
御
跡
に
三
 

度
礼
拝
し
て
「
い
ざ
や
こ
れ
よ
り
、
た
だ
ち
に
 

出
立
い
た
し
ま
す
る
」
と
決
意
も
新
た
に
慶
徳
 

稲
荷
の
御
社
を
目
指
し
、
本
町
稲
荷
の
御
社
を
 

後
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

　
こ
の
慶
徳
稲
荷
神
社
は
古
く
か
ら
「
お
田
植
 

祭
」
で
知
ら
れ
、
そ
の
神
事
は
県
の
無
形
民
俗
 

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
急
ぎ
参
っ
た
母
子
の
三
人
、
ま
ず
は
嗽
手
水
 

に
身
を
清
め
、
お
神
酒
を
捧
げ
て
祈
念
を
つ
く
 

し
、
そ
れ
よ
り
奥
ノ
院
へ
と
歩
を
進
め
れ
ば
、
 

白
虎
慶
信
の
館
は
玄
関
、
廊
下
い
と
凛
々
し
げ
 

に
要
害
き
び
し
き
構
え
で
あ
っ
た
。
 

　
母
子
三
人
は
門
外
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、
「
お
頼
 

み
申
し
ま
す
」
と
声
を
掛
け
る
と
門
番
の
者
が
 

出
て
来
て
「
い
ず
れ
の
者
な
る
や
」
と
問
う
。
 

　
「
は
い
私
ど
も
は
、
こ
れ
よ
り
西
に
当
た
っ
 

　
　
　
　
　
て
河
沼
郡
野
沢
近
在
の
者
に
ご
ざ
 

　
　
　
　
　
り
ま
す
る
が
、
慶
信
様
に
お
願
い
 

　
　
　
　
　
の
筋
が
あ
っ
て
推
参
つ
か
ま
つ
り
 

　
　
　
　
　
ま
し
た
。
何
と
ぞ
お
取
次
ぎ
の
ほ
 

　
　
　
　
　
ど
を
お
頼
み
申
し
上
げ
ま
す
」
 

　
　
　
　
　
　
「
左
様
か
、
し
か
ら
ば
暫
時
そ
 

　
　
　
　
　
の
場
に
控
え
て
お
れ
」
 

　
　
　
　
　
　
と
門
番
が
言
い
残
し
、
こ
の
旨
 

　
　
　
　
　
を
奥
の
慶
信
に
伝
え
た
。
 

　
　
　
　
　
　
「
お
お
母
子
の
者
ど
も
参
っ
た
 

　
　
　
　
　
か
。
そ
の
こ
と
は
既
に
野
沢
本
町
 

　
　
　
　
　
の
稲
荷
大
明
神
よ
り
知
ら
せ
が
あ
 

っ
た
。
す
ぐ
に
こ
こ
へ
通
し
な
さ
い
」
 

　
通
さ
れ
た
母
子
三
人
、
白
虎
慶
信
の
前
に
平
 

伏
す
る
と
慶
信
は
に
こ
や
か
に
声
を
掛
け
た
。
 

　
「
お
前
た
ち
の
念
願
は
本
町
稲
荷
よ
り
聞
い
 

て
お
る
。
女
子
を
ま
じ
え
た
未
だ
か
弱
き
身
を
 

も
っ
て
、
父
の
仇
を
ば
討
た
ん
と
は
、
ま
こ
と
 

天
晴
れ
な
る
心
底
感
じ
入
っ
た
り
。
い
ざ
こ
れ
 

よ
り
は
拙
者
が
弟
子
と
致
し
、
必
ず
や
そ
の
大
 

望
叶
え
て
と
ら
そ
う
ぞ
」
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

　
今
、
公
民
館
で
は
出
前
講
座
の
希
望
の
受
付
け
を
 

し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
生
涯
学
習
を
進
め
る
 

た
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
 

か
ら
の
希
望
を
受
け
、
集
会
所
な
ど
を
利
用
し
て
学
 

習
す
る
も
の
で
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん
、
寒
さ
が
き
 

び
し
い
こ
の
季
節
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
何
か
学
習
 

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◎
講
座
内
容
（
学
習
内
容
）
 

　
・
歴
史
講
座
、
俳
句
、
手
芸
な
ど
 

　
・
ダ
ン
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
 

　
　
グ
等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
 

◎
講
座
開
催
手
順
 

　
①
地
区
で
ど
ん
な
学
習
を
し
た
い
か
話
し
合
い
ま
 

　
　
す
。
 

　
②
学
習
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
地
区
の
区
長
さ
ん
や
 

　
　
公
民
館
部
長
部
員
を
通
し
て
公
民
館
へ
申
し
込
 

　
　
み
ま
す
。
 

　
③
公
民
館
で
は
、
講
師
の
紹
介
な
ど
の
お
世
話
を
 

　
　
し
、
み
な
さ
ん
の
地
域
ま
で
希
望
の
講
師
を
出
 

　
　
前
し
ま
す
。
 

　
・
な
お
、
講
師
の
謝
礼
等
は
公
民
館
で
お
支
払
い
 

　
　
し
ま
す
。
 

※
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・
公
民
館
　
　
│
３
２
４
４
 

・
新
郷
分
館
　
　
│
２
３
０
１
 

・
奥
川
分
館
　
　
│
２
０
０
１
 

454749

児
　
童
　
書
 

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
つ
き
へ
い
く
 

わ
た
し
の
て
 

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
か
ぞ
く
 

し
ゅ
っ
ぱ
つ
！
と
っ
き
ゅ
う
れ
っ
し
ゃ
 

猫
の
恩
返
し
 

ぷ
く
ち
ゃ
ん
の
い
た
だ
き
ま
あ
す
 

こ
わ
く
な
い
よ
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
 

あ
き
い
ろ
お
さ
ん
ぽ
 

ど
う
す
る
テ
ィ
リ
ー
？
 

ト
イ
レ
に
い
っ
て
い
い
で
す
か
 

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
の
国
旗
図
鑑
 

お
ち
ば
ひ
ら
ひ
ら
 

ま
じ
ょ
子
と
ハ
ム
ス
タ
ー
王
国
 

デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
　
１
・
２
 

一
　
般
　
書
 

あ
な
た
だ
け
の
巻
物
・
折
本
づ
く
り
 

日
本
の
こ
こ
ろ
花
の
巻
 

日
本
を
知
る
姓
氏
と
苗
字
 

九
十
八
歳
い
き
い
き
生
き
る
知
恵
 

反
米
と
い
う
作
法
 

少
年
に
奪
わ
れ
た
人
生
 

今
日
か
ら
や
さ
し
い
お
母
さ
ん
 

信
長
の
朝
ご
は
ん
竜
馬
の
お
弁
当
 

き
れ
い
に
つ
つ
む
 

恐
竜
の
謎
 

ア
イ
と
ア
ユ
ム
母
と
子
の
７
０
０
日
 

な
ま
け
る
こ
と
の
幸
せ
 

蚊
は
な
ぜ
人
の
血
が
好
き
な
の
か
 

広
瀬
光
治
の
は
じ
め
て
の
手
編
み
レ
ッ
ス
ン
 

冬
の
定
番
小
物
 

体
に
や
さ
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
お
菓
子
 

狭
く
て
も
片
付
く
収
納
 

男
の
子
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
若
き
日
の
日
記
 

プ
ロ
ポ
ー
ズ
 

残
像
 

卓
球
上
達
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
 

宮
本
武
蔵
の
『
五
輪
書
』
 

大
村
は
ま
の
日
本
語
教
室
 

言
葉
の
力
を
贈
り
た
い
 

ル
ー
ム
 

海
辺
の
カ
フ
カ
上
・
下
 

パ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
 

田
口
ラ
ン
デ
ィ
の
人
生
相
談
 

愛
し
い
旅
が
た
み
 

ト
ム
・
ゴ
ー
ド
ン
に
恋
し
た
少
女
 

神
の
子
羊
 

12345678910111213141234567891011121314151617181920212223242526272829303132

絵
・
会
津
徳
寿
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要
精
検
 

病院 

薄　　　楓ちゃん 
（三平・さゆりが丘） 

中丸　知也くん 
（勝浩・さゆりが丘） 

山口　　快くん 
（則夫・上小島） 

薄　　菜奈ちゃん 
（敏彦・樟山） 

  

  

       
血
圧
は
食
事
や
運
動
、
精
神
面
な
ど
の
影
響

を
受
け
や
す
い
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
宅

で
手
軽
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
在
宅
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
」
の
利
用
 

を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

 
在
宅
健
康
管
理
シ
 

ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
 

健
康
福
祉
課
健
康
係
 

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
│
２
３
０
６
に
 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
　
　
　
 

    
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
し
ょ
う
。
 

 
ま
た
、
調
味
料
や
漬
物
、
塩
鮭
、
た
ら
こ
、

ち
く
わ
な
ど
の
塩
分
の
多
い
食
品
の
取
り
す
ぎ

に
注
意
し
、
し
な
や
か
な
血
管
を
つ
く
る
た
め

に
新
鮮
な
肉
や
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
 

    
自
分
の
体
重
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

 
肥
満
に
な
る
と
、
体
の
中
に
必
要
以
上
の
脂

肪
を
貯
え
て
し
ま
い
、
内
臓
な
ど
に
負
担
が
か

か
り
、
生
活
習
慣
病
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま

す
。
 

    　
　
早
期
発
見
 

 
 
 
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
病
気
の
 

 
 
 
発
見
が
で
き
ま
す
 

 　
　
早
期
治
療
 

 
 
 
病
気
が
軽
い
う
ち
に
治
せ
ま
す
 

 　
　
病
気
の
予
防
 

 
 
 
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
で
 

 
 
 
生
活
習
慣
が
見
な
お
せ
ま
す
 

    　
健
診
結
果
は
、受
け
た
 

日
の
体
調
に
も
左
右
さ
 

れ
ま
す
が
、「
要
精
検
」や
 

「
要
医
療
」と
診
断
さ
れ
 

た
場
合
は
『
疑
わ
し
い
 

点
が
あ
る
の
で
詳
し
く
 

調
べ
ま
し
ょ
う
』
と
い
 

う
こ
と
で
す
。
病
気
と
 

診
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
再
 

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
 

必
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
自
己
の
判
断
 

や
仕
事
な
ど
の
忙
し
さ
で
放
っ
て
お
く
と
、
万

が
一
病
気
だ
っ
た
場
合
、
そ
の
病
気
が
進
行
し
、
 

手
遅
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
再
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

「要精検」や「要医療」をそのままにしていませんか 

47

    ９月20日､３歳児11名を対象に健康診査を行った結果、 
むし歯のない子は４名でした。 

　保健師や健康運動指導士が、 
毎月最終木曜日の午後、保健 
センターにおいて予約制の「健 
康相談室」を開設しています。 
健診結果の相談などに応じて 
いますのでご利用ください。  
　また、各自治区でも「健診 
事後教室」を開催しています。 
保健指導員さんを通じてお知 
らせしますので気軽に参加く 
ださい。 
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みんなの広場 みんなの広場 
井
上
　
貴
子
 

　
　
〔
西
　
原
〕
 
さ ん 

　五十嵐和江さん（11月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　これからも公私ともにお世話になり 
ます。お互い元気に頑張りましょう。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

森
野
付
近
か
ら
の
飯
豊
山
の
眺
め
 

（
こ
こ
は
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で
毎
 

日
風
景
が
違
う
の
で
楽
し
み
な
場
所
（
眺
 

め
）
で
す
）
 

あなたの趣味は？ 
　スポーツです。マラソンやイ 
ンディアカをしています。 
 
最近感動したことは？ 
　マラソンを始めて３年、県外 
の大会に初めて参加し、６位に 
なったことです。 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　ＮＣＴのアンテナ。常に町の 
情報をキャッチしています。 

あなたのモットーは？ 
　何事にもチャレンジすること。 
   
これからやってみたいことは？ 
　ホノルルマラソンなど大きな 
大会で走ってみたいです。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ．Ｔさん（６町内） 

 
今
月
は
、
上
野
尻
の
や
よ
い
会（
代
表
・
三
留
ト
シ
さ
ん
）の
 

み
な
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
や
よ
い
会
の
み
な
さ
ん
は
、
上
野
尻
の
健
康
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
 

プ
で
、毎
週
日
曜
日
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
健
康
ダ
ン
ス
 

や
リ
ズ
ム
体
操
で
足
腰
を
鍛
え
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
 

い
ま
す
。
現
在
、
会
員
十
八
名
。
 

 
や
よ
い
会
の
ダ
ン
ス
に
よ
る
健
康
づ
く
り
は
、七
年
ほ
ど
前
、
 

代
表
の
三
留
ト
シ
さ
ん
が
、
テ
レ
ビ
で
「
誰
で
も
で
き
る
ダ
ン
 

ス
」
と
い
う
番
組
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
、
友
人
 

を
ひ
と
り
ふ
た
り
と
誘
い
合
う
う
ち
に「
や
よ
い
会
」と
な
っ
た
 

そ
う
で
す
。
 

 
「
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
秘
訣
は
、朝
、さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
し
、
 

足
腰
の
痛
み
が
和
ら
ぐ
こ
と
。
み
ん
な
と
週
に
一
度
会
う
の
も
 

楽
し
み
な
の
で
、　
無
理
な
く
楽
し
く
　
を
合
言
葉
に
今
後
も
続
 

け
て
い
き
た
い
で
す
。
会
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
、
や
る
気
が
出
る
 

よ
う
赤
に
し
ま
し
た
」
（
三
留
さ
ん
）
 

 
そ
の
よ
う
に
話
す
三
留
さ
ん
と
や
よ
い
会
の
み
な
さ
ん
に
元
 

気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
み
ん
な
で
健
康
に
な
り
、
百
歳
に
 

挑
戦
す
る
と
い
う
思
い
で
す
ね
ぇ
」
と
口
を
揃
え
て
話
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

 
会
の
み
な
さ
ん
は
、
 

三
月
に
行
わ
れ
る
生
涯
 

学
習
発
表
会
に
向
け
、
 

音
楽
に
合
わ
せ
た
練
習
 

を
繰
り
返
し
、
汗
を
流
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

 
最
後
に
三
留
さ
ん
は
、
 

「
今
後
、
老
人
保
健
施
 

設
な
ど
福
祉
施
設
で
の
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
 

取
り
組
ん
で
み
た
い
で
 

す
ね
ぇ
」
と
語
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

″
 

″
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農
地
の
生
前
一
括
贈
与
を
受
け
た
方
に
は
、

不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
税

金
に
は
徴
収
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

 
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
贈

与
を
受
け
た
年
の
翌
年
３
月
　
日
ま
で
県
に
徴

収
猶
予
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 
ま
た
、こ
の
徴
収
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
で
、
 

他
人
へ
の
譲
渡
な
ど
に
よ
り
、
贈
与
を
受
け
た

農
地
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第
一
課
 

 
 
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

    　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
つ
方
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
無
作
為
に
選
ば
れ
た
　
人
の
審

査
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
あ
な
た
も
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
 

 
審
査
会
の
主
な
仕
事
は
、
検
察
官
が
行
っ
た

不
起
訴
処
分
が
適
正
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。
 

 
交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
が
、
そ

の
事
件
が
裁
判
に
な
ら
な
い
な
ど
の
ご
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
次
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
若
松
検
察
審
査
会
／
福
島
地
方
裁
判
所
 

 
会
津
若
松
支
部
内
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
５
７
２
５
 

                  ●
延
長
保
育
（
各
保
育
所
で
実
施
）
 

 
対
象
は
、
保
護
者
の
就
労
形
態
な
ど
に
よ
り

通
常
の
保
育
時
間
で
は
送
迎
者
の
い
な
い
児
童

で
、
保
育
時
間
は
、
午
前
７
時
　
分
か
ら
午
後

６
時
（
土
曜
日
は
午
後
０
 

時
　
分
）
ま
で
で
す
。
 

 
な
お
、
保
育
料
は
規
定
 

保
育
料
に
月
額
２
、
０
０
 

０
円
を
加
算
し
た
金
額
と
 

な
り
ま
す
。
 

◆
申
込
書
提
出
先
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
 

 
各
保
育
所
 

 
福
祉
会
保
育
所
事
務
局
 

◆
申
込
締
切
り
 
 
月
６
日
（
金
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
　
　
│
２
２
１
４
 

                     　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
の
保
育
所
へ
の
入
所

申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 
申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
福
祉
係
、
各
保
育

所
、福
祉
会
保
育
所
事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
 

保
育
所
へ
の
入
所
や
乳
幼
児
保
育
、
延
長
保
育

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
乳
幼
児
保
育
（
野
沢
保
育
所
で
実
施
）
 

 
対
象
は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
生
後
６
カ
月
に
達
し
て
い
る
０
歳
児
と
１
歳

児
で
、
定
員
　
人
に
よ
り
合
同
保
育
を
行
い
ま

す
。
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、
実
態
調
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す
）
な
お
、
保
育
料
は
規
定
保
育

料
に
　
％
加
算
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
 

2926

45

12

　日ごとに寒さが増し、冬が近づいてきました。家 
庭の冬支度とともに、水道の冬支度も忘れずに行い 
ましょう。 
●不凍水抜栓（凍結防止装置）は大丈夫ですか？ 
　蛇口を開き、不凍水抜栓のハンドルを閉めても水 
が止まらないときは故障しています。漏水の原因に 
なりますので点検ください。また、電熱ヒーターを 
使用の方は、忘れずに電源を入れてください。 
●留守にするとき 
　凍結により水道管が破損し、屋内が水浸しになる 
ケースがあります。お出かけの際は必ず不凍水抜栓 
を閉めてください。また、電熱ヒーターを使用の方 
は電源を切らずにお出かけください。 
　長期間留守にする場合は、休止届の手続きを行っ 
てください。 
●冬期間の水道料金 
　12月から３月までの水道料金は、積雪等によりメ 
ーター検針ができないため、前３カ月の使用水量の 
平均で料金を納めていただくことになります。 
　なお、４月に検針を再開し、その結果で過不足額 
を精算することになります。 
【問い合わせ先】 
　水道課　　４５－４５３０ 

15

40

30

15

10

10

15

11
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す
る
方
で
、
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締

　
　
結
す
る
方
 

　
▼
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
 

　
　
住
宅
用
の
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
を

　
　
設
置
さ
れ
る
方
 

◆
応
募
方
法
 

 
　
応
募
申
込
書
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に
郵

　
送
く
だ
さ
い
。
応
募
申
込
書
や
詳
し
い
資
料

　
は
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
切
手
　
円
分

　
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ
）
を

　
同
封
の
う
え
、
財
団
に
請
求
く
だ
さ
い
。
 

　
　
な
お
、制
度
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
 

　
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
導
入
促
進
本
部
 

　
　
０
３
│
　
│
３
０
４
６
（
太
陽
光
発
電
）
 

　
　
０
３
│
　
│
９
５
６
６
（
太
陽
熱
発
電
）
 

    
太
陽
の
光
や
熱
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
や

熱
利
用
発
電
は
、
ク
リ
ー
ン
な
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
、
地
球
環
境
の
保
全
か
ら
も
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
太
陽
光
発
電
や
熱

利
用
発
電
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
導
入
促
進
事
業
」
や
「
住
宅
用
太

陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
」
の

補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
導
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、次
に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。
 

◆
補
助
募
集
期
間
 
平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で
 

◆
応
募
資
格
 

　
▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
 

　
　
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
 

    
高
校
生
の
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
な
か
な
か

私
た
ち
の
目
や
耳
に
届
い
て
き
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
く
の
高
校
生
が
素
晴
ら
し

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
学
校
内
外
で
 

行
わ
れ
て
い
る
演
劇
 

や
合
唱
、
吹
奏
楽
、
 

郷
土
芸
能
、
民
謡
な
 

ど
の
活
動
を
集
め
た
 

「
　
世
紀
う
つ
く
し
 

ま
ヤ
ン
グ
ア
ー
ト
フ
 

ェ
ス
タ
」
を
次
に
よ
 

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
 

一
般
の
方
や
高
校
生
 

は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
 

生
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
 

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

◆
日
時
　
　
月
　
日
（
日
）
 
午
後
１
時
開
演
 

◆
会
場
 
會
津
風
雅
堂
 

◆
出
演
団
体
（
予
定
）
小
名
浜
高
校
演
劇
部
、
 

　
磐
城
高
校
吹
奏
楽
部
、
福
島
女
子
高
校
合
唱

　
部
、
郡
山
女
子
大
学
付
属
高
校
マ
ー
チ
ン
グ

　
バ
ン
ド
部
、
南
会
津
高
校
郷
土
芸
能
委
員
会

　
ほ
か
 

◆
入
場
料
 
無
料
（
全
席
自
由
で
す
が
、
入
場

　
整
理
券
が
必
要
で
す
）
 

◆
入
場
整
理
券
 
會
津
風
雅
堂
で
配
布
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
次
に
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
會
津
風
雅
堂
企
画
事
業
係
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
０
９
０
０
 

27

　自動車事故対策センターでは、自動車事故による 
被害者の保護増進のため、下記の被害者救済制度を 
設けています。 
●重度後遺症障害者への介護料支給制度 
　７月から介護料支給制度が大幅に改正され、手続 
きの簡素化が図られるとともに、今まで対象になら 
なかった随時の介護を必要とする方への支給も対象 
になりました。 
◆対象者　自動車事故により脳や脊髄を損傷し、自 
　賠責保険の後遺障害認定等級が次に該当する方 
　○常時介護の方（１級３号または４号） 
　○随時介護の方（２級３号または４号） 
◆支給額　障害の程度により月額２９,２９０円から 
　１３６,８８０円の範囲で支給されます。 
●交通遺児への無利子貸付制度 
◆対象者　０歳から中学３年卒業までの乳幼児や児 
　童、生徒 
◆貸付金額　一時金１５５,０００円、月々２０,０００円 
◆貸付要件　市町村民税が非課税または均等割のみ 
　課税の場合など 
　両制度とも詳しくは、次に問い合わせください。 
【問い合わせ先】 
　自動車事故対策センター福島支所 
　　０２４－５２２－６６２６ 
 

21

12

15

15

31

390

52755275

 　12月１日付  　　　　　                  （  ）内は旧任 
 ○地域情報課長兼放送制作係長   　大　竹　　　享 
   （地域情報課長） 
 ○教育次長兼学校教育課長兼町史編さん室長 
　兼給食センター所長兼総務係長　佐　藤　健　一 
   （農林課長補佐兼農政係長） 
 ○農林課長補佐兼農政係長      　　 田　崎　宗　作 
   （建設課長補佐兼用地係長） 
 ○建設課長補佐兼用地係長      　　 佐　藤　教　男 
   （地域情報課長補佐兼放送制作係長） 
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小　柴　房　雄（88）征　喜　　父　　下小島 
齋　藤　太久雄（65）マシ子　　夫　　上野尻 
齋　藤　キ　ノ（81）昭　一　　母　　上野尻 
山　口　キ　ノ（75）新之助　　妻　　上野尻 
波田野　丈　夫（75）　淳　　　父　　上野尻 
小　原　　　明（93）行　平　　父　　宝　川 
石　川　サトミ（88）　勝　　　母　　楢木平 
上　野　雅　人（９）新　哉　　子　　呼　賀 
岩　橋　綾　子（71）萬右衛門　　妻　　中　町 

まさ のり 

りゅう き 

れい か 

ゆう が 

りょう が 

ひかる 

上　田　昌　範　　康二・まどか　9町内1 
 
板　谷　琉　輝　　良信・水穂　　9町内2    
 
黒　澤　怜　花　　将幸・恵美　　芝　草 
 
渡　部　猶　雅　　夏樹・美希　　森　野 
 
薄　　　涼　雅　　清久・ひろみ　西林東 
 
松　澤　　　輝　　勝浩・ユリ　　西林東 

◆日時　12月 6日（金） 
　　　　　　27日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

12月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

12月10日（火） 納期限 

12月25日（水） 納期限 

1月 6日（月） 納期限 

○固定資産税第４期 
○ケーブルテレビ使用料 
○土地改良区償還賦課金第３期 

○介護保険料第７期 

人　口　　９，２６６人　　　－　２人 
　男　　　４，５０６人　　　＋　２人 
　女　　　４，７６０人　　　－　４人 
世　帯　　３，０１２世帯　　＋　３世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
（０２４１）　福田耳鼻咽喉科医院 
 
喜 多 方 市‥小　　野　　病　　院 
　　　　　　星　　　　医　　　　院 
 
喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
　　　　　　三浦産婦人科医院 
 
喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
　　　　　　み つ は し 医 院 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
　　　　　　佐　　原　　病　　院 
　　　　　　山田産婦人科医院 
 
喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
 
喜 多 方 市‥小　　野　　病　　院 
 
喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
 
喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
　　　　　　佐　　原　　病　　院 
 
喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
　　　　　　渡 辺 小 児 科 医 院 

喜 多 方 市 
会津若松市 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
 
山　都　町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
西 会 津 町 
会津若松市 

小　汲　歯　科 
飯寺ファミリー歯科 
 
こ し ば 歯 科 
 
酒　井　歯　科 
小　山　歯　科 
 
北　見　歯　科 
栗城宏昌歯科 
 
桑　原　歯　科 
 
あ き ら 歯 科 
 
二　瓶　歯　科 
遠藤光雄歯科 
 
佐　藤　歯　科 
大　竹　歯　科 
 
佐　藤　歯　科 
加 羽 沢 歯 科 
 
二　瓶　歯　科 
駅前佐藤歯科 

（０２４１）２２－０１５４ 
（０２４２）２７－０６４８ 
 
（０２４２）２７－４３７４ 
 
（０２４２）８３－１５８２ 
（０２４２）２８－０１８０ 
 
（０２４１）２２－４３５０ 
（０２４２）２８－４３５０ 
 
（０２４２）２６－４０２３ 
 
（０２４１）２４－５０９７ 
 
（０２４１）３８－２０５８ 
（０２４２）２４－２７９９ 
 
（０２４２）８３－２３４８ 
（０２４２）２２－３８３５ 
 
（０２４１）２２－０３９４ 
（０２４２）２６－０４１８ 
 
（０２４１）４５－２８４３ 
（０２４２）２４－８３８７ 

２２－２１８１ 
２４－４１８７ 
 
２２－０４１４ 
２２－０００５ 
 
２４－３３３３ 
２２－０２９３ 
 
２４－５０２１ 
２１－１３１１ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－６３００ 
 
２２－２１８１ 
 
２２－０４１４ 
 
２４－３３３３ 
 
２４－５０２１ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
 
２２－２１８１ 
２２－３１３３ 

12月8日 

15日 

22日 

23日 

29日 

31日 

1月1日 

2日 

3日 

5日 

12月8日 

15日 

22日 

23日 

29日 

30日 

31日 

1月1日 

2日 

3日 

5日 

《会津管内》 

《喜多方管内》 

〈敬称略〉 

　
四
つ
の
中
学
校
が
統
合
し
た
二
〇
 

〇
二
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
カ
月
を
き
 

り
ま
し
た
▼
西
会
津
中
で
は
四
校
の
 

伝
統
や
精
神
を
受
け
継
い
だ
「
光
桐
 

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
ひ
と
つ
に
な
っ
 

た
新
し
い
足
跡
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
 

▼
一
、二
年
生
は
初
め
て
、三
年
生
に
 

と
っ
て
は
最
初
で
最
後
。
不
安
を
感
 

じ
な
が
ら
も
四
月
か
ら
築
い
た
文
化
 

を
精
一
杯
表
現
し
た
思
い
出
は
貴
重
 

な
も
の
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
で
し
 

ょ
う
。
私
の
中
学
の
同
級
は
四
人
だ
 

っ
た
の
で
、
う
ら
や
ま
し
く
思
う
一
 

面
が
あ
り
ま
し
た
▼
新
た
な
一
歩
を
 

築
い
た「
光
」輝
く「
桐
」の
里
の
生
徒
 

た
ち
に
負
け
ぬ
よ
う
新
年
の
目
標
を
 

新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

、 


